
決算特別委員会民生文教分科会 

■第６０号議案 令和２年度芦屋市各会計決算の認定について 

≪一般会計≫

区 分 意 見 ・ 要 望 

民生費

【地域福祉アクションプログラム推進業務委託料】 

〇地域福祉アクションプログラム推進協議会が実施したシニアの方を対象にした「防災に役立つスマホ講座」など、日頃

あまり電子媒体を利用しない方への企画は市民に広く推進したい。市として広報の協力や支援を求める。（たかおか委

員） 

【民生児童委員協議会補助金】 

〇民生児童委員の成り手を増やしていくためには、新任委員が活動しやすい環境が必要である。新任委員に組織のこれま

でのやり方を押しつけることがないようにしてほしい。また、新任委員の意向を協議会として拾い上げてほしい。（た

かおか委員） 

〇新任の民生委員に対して行政のさらなる支援を要望する。（例：地域福祉課にホットラインを設置するなど）（田原委員）

【特別定額給付金】 

〇感染拡大が長期化する中で国から支給される様々な給付金に対して、今回の給付のために改修したシステムを使って迅

速な対応ができるように常に準備をしてほしい。（山口委員） 

【ＬＧＢＴ電話相談業務委託料】 

〇阪神他市と連携し、電話相談窓口の共同設置など業務の拡充を求める。（青山委員） 

【高齢者住宅等安心確保事業委託料】 

〇ＬＳＡが高齢者を２４時間見守る大切な事業であり、夜間体制も含めて充実をさせてほしい。（山口委員） 

【老人クラブ連合会運営費補助金】 

〇老人クラブの活性化のための拡充を求める。（青山委員） 

【高齢者バス運賃助成費】 

〇利用実態を把握し、より公平で持続可能な事業とするよう要望する。（田原委員） 

【西蔵地域子育て支援拠点遊具新築工事】 

〇以前からお願いしてきた遮光ネットの整備や遊具の充実など、現場の実情に合わせて改良してほしい。（山口委員） 



区 分 意 見 ・ 要 望 

民生費

【インクルーシブ教育・保育事業業務委託料】 

〇配慮が必要な子どもが公平に生きていくための重要な教育であり、よりよい方向に事業継続を求める。（米田委員） 

【高等職業訓練促進給付金等】 

〇ひとり親の生活の安定を図るため、職業訓練や就労に役立つ１２種類の資格を取りやすいように設けられているこの制

度をホームページ等でも分かりやすく広報してほしい。（山口委員） 

【緊急・災害時要援護者台帳システム保守業務委託料】 

〇実効性のある個別避難計画を策定するために、防災組織と福祉の専門職の連携強化を求める。（田原委員） 

衛生費

【休日応急診療所指定管理料】 

〇受診する患者の症状は様々であるが、配属される専門医は日によって異なるため、専門外の症状に対しては応急的な処

置となっている。また、夜間診療もないため、緊急対応の診療所としては不十分である。（たかおか委員） 

【救急安心センター事業分担金】 

〇夜間の小児救急医療体制について、市内では重症の二次救急にしか対応しておらず、初期の一次救急の場合は市外の離

れた医療機関へ行くことになるため、市内での一次救急を求める。（たかおか委員） 

【あしや温泉指定管理料】 

○源泉掛け流しのあしや温泉をもっと広く市民の皆様に利用していただくために、ＳＮＳなどを活用してもっと広報して

ほしい。（米田委員） 

【飼い主のいない猫去勢・不妊手術費助成金】 

○減らない現状を鑑み、拡充を求める。（青山委員） 

【ヘルスアップ事業業務委託料】 

〇参加者をより増やすために、実施期間や対象年齢の拡大など改善を要望する。（田原委員） 

【石綿健康管理支援事業診療費負担金】 

〇経過観察の方たちにも健診カードを支給し、どこの医療機関を受診してもアスベスト疾患の経過観察中であることが分

かる取組の継続と健診の広報活動の充実を求める。（山口委員） 

【市立芦屋病院事業助成費（事業補助金）】 

〇コロナ感染拡大防止に尽力し、市民の命と健康を全力で守ってくれている芦屋病院の経営を安定させるため、市も財政

面でしっかり支えるようお願いする。（山口委員） 



区 分 意 見 ・ 要 望 

衛生費

【合葬式墓地等建設工事】 

〇合葬式墓地内の換気（カビ）対策と、パンフレットやホームページの内容の充実を求める。（山口委員） 

【じん芥処理費（収集事業全般）】 

〇市内のゴミステーションの設置場所については、通行の妨げにならないように配慮することを指導してほしい。（たか

おか委員） 

労働費

【障害者雇用奨励金】 

○障がい者や若者向けの労働対策が非常に弱い。他の施策と併せるなどして新規事業を展開し充実させてほしい。（山口

委員） 

【芦屋市シルバー人材センター補助金】 

○多くの労働者への賃金還元が主な目的の非営利団体である。収益を得るための事業を担ってはいけないため、収入がそ

の実施に必要な適正費用を超えていないかの確認を市は怠ってはならない。（たかおか委員） 

○２年後の消費税に関するインボイス制度導入に向けて、適正な補助や支援を求める。（青山委員） 

農林水

産業費

【アライグマ捕獲処理謝礼】 

○特定外来生物のアライグマの殺処分は仕方ないが、生き物を殺すのであれば供養は行ってほしい。（米田委員） 

商工費

【消費生活センター新聞配布業務委託料】 

〇インターネット通販を含む悪質商法等から市民を守るため、より一層の啓発をお願いしたい。（米田委員） 

【キャッシュレス決済ポイント事業業務委託料】 

〇実績の総括を行い、課題を整理し、今後のためにより有効性のある事業へとつながるように検討することを要望する。

（田原委員） 

【新型コロナウイルス感染症拡大防止協力金事業委託料】 

〇事業者を含め、この間に行われてきたコロナ感染対策で、市民の暮らしが平等に救われ喜ばれる市独自の施策を打ち出

してほしい。（山口委員） 

【芦屋観光協会補助金】 

〇適正な運営となるよう指導を行うこと。（青山委員） 

教育費

【教育総務費】 

〇学力向上につなげるためにも教師の負担軽減が必要であり、そのための少人数クラス、複数担任制や専門職の採用など

の要求を積極的に行ってもよいと考える。（たかおか委員） 



区 分 意 見 ・ 要 望 

教育費

【教育委員会費】 

〇教育トークがこれ以上中止にならないよう早期再開を求める。（青山委員） 

【市奨学金】【大学等入学支度金】 

〇奨学金、支度金ともに支給金額や人数が減っているが、他の制度との兼ね合いや実態をよく見て取りこぼしのないよう

に丁寧な対応をお願いする。（山口委員） 

【適応教室家庭訪問指導員等謝礼】 

〇学校へ復帰できるようきめ細やかな指導と、適応教室にも来ることができない子どもたちへの取組も強化してほしい。

（山口委員） 

【学習支援ソフトウェア使用料】 

〇使い始めてみて現場から使いにくいとの声があった場合、対応してほしい。（米田委員） 

【学習用タブレット端末】 

〇子どもにとってタブレット端末は非常に重く、家庭に持ち帰り、また学校に持っていくことは大きな負担となっている。

家庭や学校での使用の有無によっては置いておくなど、荷物の軽量化も検討する必要がある。（たかおか委員） 

【学校管理費】 

〇施設の修理や整備を学校で行うか市に要求するかは学校長の判断によるため、各学校間で件数や費用にばらつきが出て

いる。どういった場合に市に要求してよいかなど、学校長の認識の統一が必要である。（たかおか委員） 

【小学校英語力アップ事業派遣委託料】 

〇国際文化住宅都市芦屋市として、より一層ＡＬＴ配置事業に注力してほしい。（米田委員） 

【学校建設費】 

〇建て替え整備や遊具の更新などについて、新旧の学校があることに不公平感を持たれている方は多い。公立小中学校の

トイレの改修工事を全校で早めるなどの改善が必要であり、古い学校への設備投資を求める。（たかおか委員） 

【青少年対策費（放課後児童クラブ）】 

〇ひとり親に対する育成料の全額免除は公立施設の学童のみにあり、近所に民間の学童しかなくそこに通うひとり親には

補助がない。小学校建設が白紙になった南芦屋浜地域には公立施設がなく、不公平感が生まれる教育環境になったのは

市の責任であり、考慮すべきである。（たかおか委員） 

【放課後児童クラブ利用者アンケート総合評価報償金】 

〇総合評価だけでなく個別具体的な評価を加えることや、公設公営と公設民営の互いの長所や改善点の整理が必要ではな

いか。（山口委員） 



区 分 意 見 ・ 要 望 

教育費

【成人式撮影及びライブ配信業務委託料】 

〇コロナ禍での令和２年度の開催とライブ配信を大いに評価し、今後も継続的に実施することを求める。（青山委員） 

【公民館講座業務委託料】 

〇市主催のほかのイベントを中止する中で、緊急事態宣言中に公民館講座を開催することが適当であったか検証を求め

る。（青山委員） 

〇受益者負担割合が適正かどうかの再考を求める。（青山委員） 

【新型コロナウイルス対策臨時特例見舞金】 

〇コロナ禍で小・中学校のどの子どもたちも安心して給食が食べられる制度の充実と、臨時休業や長期休業のときに、放

課後児童クラブに通う子どもたちに給食を提供すれば、保護者も助かる上、業者へのキャンセル代も緩和されるのでは

ないか。（山口委員） 

≪介護保険事業特別会計≫ 

区 分 意 見 ・ 要 望 

【市特別給付費負担金】 

○緊急一時保護事業は、介護が必要な方で、家族がコロナ感染をしてしまい自宅で１人で過ごせない方を緊急で施設にお

預かりする事業だが、今後利用者が増えてくることを考えて、利用者や事業者だけでなく市民に安心してもらうために

も事業の周知宣伝を広くしてほしい。（山口委員） 

≪国民健康保険事業特別会計≫ 

区 分 意 見 ・ 要 望 

【国民健康保険料】 

〇保険料は非常に高いので、滞納者が毎年出ているが、コロナ禍にあって増加傾向にある。保険料の抜本的な見直しが必

要ではないか。（山口委員） 



≪後期高齢者医療事業特別会計≫ 

区 分 意 見 ・ 要 望 

【後期高齢者医療保険料】 

〇後期高齢者医療保険制度自体、高齢者に医療費の負担が重くのしかかる上、コロナ禍で滞納者が増加している。保険制

度の抜本的な見直しが必要ではないか。（山口委員） 


